
「再出発」

奥岡茂雄

いうまでもなく、調査・研究は学芸活動の基本であ

る。道立美術館が5館になり学芸員の異動がいっそう

促進されるなか、当の学芸員にとって研究環境の変化

は決して小さな問題ではない。そこで、せめて共通の

研修の場を、ということから＜道立美術館学芸員研究

協議会＞が生まれた。それからおよそ 2年たってこの

ほど道内の美術館学芸員に輪をひろげ、＜北海道美術

館学芸員研究協議会＞として再出発することになった。

思うに、新加入の道内の市立や財団、私立の美術館

の学芸員の皆さんにとって、研修願望は切なるものが

あったに違いない。とりわけ一人配置の美術館の学芸

員のそれは痛切だったといえよう。たしかに道内に限っ

てみても、歴史と実績を誇る＜北海道博物館協会＞が

あり、年一回の研修を兼ねた大会が開催されている。

ただいかんせん、美術館学芸員の絶対数が少ないうえ

■発信
▼道美学芸研の再出発にあたって、北海道博物館協会

（道博協）の事務局にあいさつにいったところ、すで

に道内の科学館、動物園・水族館に研究協議団体が発

足していて学芸員の研修会等を企画、実施していると

の情報を得た。これらは各館種別の全国組織の北海道

における下部組織であり、道博協はこれらの団体にた

いし補助金をだしているとのことである。来年度以降

道美学芸研も補助金が認められる可能性が高く、その

ためにも研究協議の実績を挙げる必要がある。▼鹿追

町に建設中の神田日勝記念館については、これまでも

この欄で伝えたが、来年6月26日のオープンが本決ま

に、参加者となるとまことに限られる大会の場では、

もっとも重要な他の美術館学芸員との交流、啓発など

必ずしも期待にそうものではなかったのも事実である。

再出発する当会の成果はむろんこれからの活動にか

かっている。当然のことながら、 32名に増えた会員の

皆さんの総意で活動の方向や内容が定められ、実践に

移されるわけだが、当面はまず、広い北海道の各地で

黙々と美術館の仕事に励んでいる学芸員の存在をそれ

ぞれが知り、理解を深めることが大切であろう。個々

の学芸員に実りをもたらす真の意味での研修の場とは、

会員相互の親近と信頼の関係を前提にすると思われる

からだ。 一堂に会して研修する機会はまだちょっと先

になる。が、従前を引き継ぐこの会報を通じてある程

度のことは知ることができよう。すでにお気づきのよ

うに再出発にふさわしいようにと、今の段階でできる

ことはさせていただいたつもりである。

研究活動の限界が美術館の限界という。北海道のた

めに、美術館のために、そしてそれぞれの学芸員の自

己実現のために、この会の充実、発展を心から願うも

のである。

（道立近代美術館学芸部長）

受偏口
りとなりそうである。▼これに続き岩内町でも木田金

次郎の記念美術館構想が具体化しつつある。これまで

美術館を中心とした地域観光ヴィジョンを検討する委

員会が9回もたれ、その間全国の美術館を対象とした
実地調査や懇談会、講演会が行われてきたが、ようや

くこの7月末第1回の美術館建設検討委員会が開催さ
れ実質的な検討の段階に入った。▼神田日勝記念館も

文化芸術の保存紹介という教育的立場だけにとどまら

ず、それを地域の活性化の核としていくというコンセ

プトがあり、本道における地域と美術館の新たな結び

つきを考えるうえで今後の展開が注目される。 （鈴木）



講話

作品保存・修復について

講師創形美術学校修復研究所長彫d田 員介t氏

今回は保存と修復の具体的な話しよりも、それ以前

の問題として油絵の傷んだ例をスライドで示しながら

展開していきたい。その前にまず油絵の構造をプリン

トによって説明しておきたい。支持体は亜麻が主であ

り、その上の遮断層はほとんどの場合膠が塗ってある。

現在の日本のメーカーは膠だけでなく、合成樹脂を加

えて柔軟性を与えているが、塗料の付きをよくし、あ

る程度の固さが得られるということで膠が一番適して

いる。画布が雨の日に弛んで晴れた日に張るのは、こ

の膠の伸縮性によると考えられる。

地塗層は、媒剤の種類で画布の性質が違ってくる。

吸収性、半吸収性、非吸収性とあるが、市販のものは

非吸収性がほとんどである。半吸収性の層は膠に乾性

油をたらして撹拌し、その中に白い顔料を入れてつく

るが、油の量を多くすれば非吸収性に近くなり、少な

くすれば吸収性の画布に近くなる。半吸収性の画布は

紙の上に水彩を描く時と同じように、絵具が吸いこん

で描き味がきわめて良い。この画布を使った画家では

佐伯祐三がいて、彼の手作りの画布は全てこれであっ

たといわれる。佐伯にこの作り方を教えたのが里見勝

蔵で、彼は多分フランスで習い、翌年渡仏してきた佐

伯に教えたものと思われる。北川民治はニューヨーク

でこの作り方を習い、メキシコの子どもたちにキャン

バスを作らせたということが『絵を描く子どもたち』

に書かれていたと記憶している。

この半吸収性の画布は日本ではあまり馴染みがなく、

戦前ではその他に藤田嗣治が使っていたといわれる。

地塗層に使う膠と乾性油の混合物は普通水で薄めて塗

るが、この粘りのあるのをヘラでしごくように塗ると

藤田の絵肌ができる。彼の絵肌がやや黄ばんでくるの

は膠の中に入れた油が黄変してくるものと考えられる。

吸収性の画布は明冶の初期の画家たちが少し使った

ようだが、これも日本では定着しなかった。それぞれ

に特色があって、それに合った絵の描き方をする、あ

るいは自分の描き方に合った画布を探して描くという

ことが日本の画家にはほとんど習慣としてなかったと

いえる。数年前に東京美術学校の百年史をつくるとい

うことで、大正5年卒業の曾宮一念さんのところへ同

行し、そこで大正の初め頃、美術学校で技法や材料に

ついての講義があったかを聞いてみたが、何もなかっ

たということである。つまり、曾宮さんがいた大正の

初期と私がいた昭和30年前後の美術学校の内容にはな
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抄録

んら変わるところがなかった。絵を描くうえで、材料、

技法のことは考慮する必要がないという風潮が続いて

いたということであろう。

次に絵具層だが、油絵具は昔も今もそれほど質的に

変わっていないが、明冶の初期の絵が丈夫でしっかり

しているのに対し、大正、昭和の絵は非常に壊れやす

い。ほんの少しぶつかっただけでも絵具が剥落してし

まう。これは日展も在野も関係ない。美術学校で何も

教えなかったということと大正以降、芸術至上主義と

いうか、表現のためには何をやってもいいという傾向

が強まり、絵具を画布にどう付けたらいいかという基

本的なことが二つの次になってしまった結果である。

具体的な例として、神奈川県立近代美術館に依頼さ

れて洗った高橋由一の絵だが、どこをふいても絵具が

落ちない、実にしっかり画布についている。高木背水

という画家の絵は、エ部美術学校の卒業生の画塾で描

いた頃のものはまるめてあったにもかかわらず、極め

てしっかりしていた。それが黒田清輝に出会った直後

の絵は弱くなっている。旧派の持っていた良さを外光

派になって捨ててしまっている。藤島武二だけは旧派

で学んだものを晩年まで失わなかったと思われる。こ

の旧派のしっかりした技法で描いた絵は100年は十分

に持つことが判った。逆に油絵の技法に一番くわしい

といわれた大正、昭和以降の画家の絵でも、水でさえ

も溶けてしまうような危うい絵を描いている例も多い。

溶き油にリンシード、ポピーという乾性油があり、

それを薄めるのにペトロール、テレピンという揮発性

の油がある。それに、ダンマル、コーパル、マスチッ

クなど天然樹脂を溶かした樹脂油（ワニス）がある。

明治時代初期の画家は乾性油、樹脂油を中心に用い、

揮発性油は補助的に用いたらしい。その結果緻密で耐

久性に富んだ油絵となった。大正以降の画家は揮発性

の油を多量に使うようになった。確かに乾きが早く描

き味もいい、そして乾性油を次第に使わなくなって揮

発性の油だけで描く画家も増えた。絵が壊れやすくなっ

たのも当然である。

ニスはごく薄くかけておくと汚れがついても洗いが

楽であり、光りや有幕ガスから画面を守ってくれるの

で非常に大きな役割を持っている。にもかかわらず、

日本の画家には自分の絵にニスをかけるという習慣が

ほとんどない。藤島武二は画商に絵を渡す時、かなら

ずニスをかけていたが、どんなニスであるかを親しい

弟子にも教えなかったといわれる。教えなかったので

はなく聞かなかったのだろうと思う。

損傷原因は大きく分けて四通りの場合がある。油絵

は全く性質の異なる物質がかろうじてくつついている

のであり、長い年月を経ると自然に傷んでくる。経年

による脆化である。物麗にほうり込んでおいて湿気の

ため絵がくさってしまうなど、保存、取り扱いの悪さ
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からくる損傷も多い。

技法、材料の欠陥によるものはこれまで述べた通り

だが、これは大正、昭和の画家たちのすべてがもって

いる欠陥といってよい。揮発性の油の多用に加えて大

正以降ジンクホワイトの使用がこれに拍車をかけた。

明冶期はほとんどシルバーホワイトであ ったが、ジン

クホワイトが主となってからひび割れや上に重ねた他

の色が剥げ落ちるという欠陥が急増した。シルバーホ

ワイトは鉛が原料であり、その毒性や硫化物系の絵具

（バーミリオンなど）に弱いなどというところばかり

が強調されてきたきらいがある。しかし、相当の量が

体内に入らない限り、そして硫化物系の絵具と混色し

ても、常温では変色の心配はない。ジンクホワイトは

粉っぽく剥落、亀裂をおこしやすい。シルバーホワイ

トは油と呼応して非常に緻密な絵肌をつくる性質があ

るのでヽンルバーホワイトを使用する画家がすくないの

は残念である。

修理の際の欠陥も多い。昔は油絵具の補彩を油絵具

でやっていたため、原画の方が弱くて補彩が丈夫だっ

たりする場合があり、そうなると補彩の絵具が変色し

た時など除去できなくなってしまう。また最近は額縁

屋が木工用ボン ドで画布をベニヤ板に貼ることが多く

なった。早ければ3年位で絵が傷んでしまう。文化財

研究所の樋口さんの話しでは、木工用ボンドには柔軟

剤が入っていて、それがわずかづつ揮発してキャンバ

スを通して絵具層を弱めてしまうということである。

ベニヤ板に貼った絵を再修復するには、裏からベニャ

板を少しづつ削っていかねばならず、ずいぶんと手間

がかかる。修理のために逆に絵が傷んでしまうとは、

まった＜論外のことといわねばならない。

研究・研修発表報告

アイヌ絵

道立旭川美術館学芸課長渕i明 英仁
アイヌ絵には模写が実に多い。ある画家の特定の図

像を写しとってそこに多少の感覚を加えたものも相当

ある。風俗を無視して描かれた絵や異民族に対する典

味本位の図像と思われるものもかなり見受けられる。

アイヌ絵の定義だが、まず広義にとらえた場合は

「アイヌもしくはその風俗を描いているもの」となる

が、これはあまりにも漠然としている。特に美術館で

とりあげる場合は、次のように狭義にとらえなければ

ならないと思われる。①アイヌもしくはその風俗（風

物）、自然を蝦夷地に住んでよく観察することができ

た画家の作品。②幕府などの蝦夷地への調査隊に絵師

として随行し、アイヌの風俗を正確に記録しようとし

た人々の作品。③時期は江戸時代中期から明冶初期、
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せいぜい中期位まで。④模写ではなくオリジナルであ

ること。

絵師の系譜について述べてみたい。アイヌ絵の絵師

で一番最初に登場してくるのは小玉貞良である。彼は

1759年に青森の広田神社に絵馬を奉納したという記録

があるところから宝暦年間には活躍していたことがわ

かる。五十嵐学芸員も調査研究してきたが、代表作

〈蝦夷国風図絵〉は貞良筆と思われるものが三点、正

確な模写と思われるものが一点ある。その次にアイヌ

専門の絵師とはいえないが、波響があらわれる。初期

に描いた〈東武画像〉と〈夷酋列像〉がアイヌ風俗画

として残っている。この作品が描かれた頃に蝦夷地を

紀行した菅江真澄は〈ゑみしのさえき〉 〈ゑぞのてぶ

り〉というような作品を残している。その後村上島之

允が幕府の蝦夷地調査に随行し、その際の取材が 〈蝦

夷島奇観〉となってあらわれている。この作品には模

写、そのまた模写が全国に判明しているだけでも数10

件散在し、いかにアイヌ風俗が当時の人々の関心を呼

んだかを知ることができる。間宮林蔵と島之允の養子

村上貞助がその意志を継ぎ、貞助は〈蝦夷生計図絵〉

をだすが、市立函館図書館などに原本と思われるもの

が所蔵されている。

谷元旦も1799年に幕府の調査隊へ随行した。近代美

術館にある〈蝦夷山水器物図巻〉は文見が元旦の描い

たものをもとに制作したとも考えられる。そうした記

録的な絵から独立して、ある程度鑑賞用に描かれたと

思われるものに〈毛夷武餘島図〉がある。また千島春

里の作品はシーボル トが持ち婦ったコレクションのな

かに多数あり、ライデンの博物館に所蔵されているが

活躍したのは寛政から文化期にかけてと思われる。雪

好は従来のアイヌ民族関係の本ではそれほど重要視さ

れていないが、 美術的にみれば大変おもしろい作家と

いえよう。洋風表現、水墨画の高い伎備を持った絵師

で18世紀末～19世紀初め頃に活躍したと思われる。

松浦武四郎は1845、46年の二度にわたって蝦夷地旅

行をして文人画風の作品を残している。重要な絵師と

してアイヌ絵の迫品が最も数多い平沢屏山がいる。弘

化年間に函館に渡りその後日高地方でアイヌと生活を

共にして作品を描いた。函館開港に伴いアイヌ絵の需

要が高まり、おそらく絵を売って生計を立てていたと

思われる。いくつか年代のわかる晩年の作品が出てき

ていて、ある程度作風の変遷を追えるのではないかと

考えている。早坂文嶺も弘化年間に松前藩に絵師とし

て仕えているが、アイヌ絵師の流れとしてはほぼこの

くらいに限られる。他に雪好の弟子で雪遊や屏山の弟

子の木村巴江がいるが、腕が格段に落ちる。

次に数点の作品をスライド紹介してみたい。まず貞

良の天理大学付属図書館蔵の〈アイヌ釣魚之図〉。鋭

い目付き、また衣服がどの作品でもきわめてていねい



に描写されているところが彼の特色である。青森の稽

古館蔵で彼の作と思われるものでは子どもたちが遊ぶ

姿も描かれ、かなり親しくアイヌの風俗に接すること

ができた最初の絵師と思われる。函館図書館にある今

まで貞良作とされてきた〈蝦夷国風図絵〉は、おそら

＜模写ではないかと思われる。

谷元旦の〈毛夷武餘島図〉。元旦の作は記録的なも

のが多いが、これはおそらく鑑賞画の意味あいも込め

て制作したものだろう。蝦夷地調査の翌年の作である。

村上島之允の〈蝦夷島奇観〉は東京国立博物館の所蔵。

蝦夷地の調査記録であるが、ここではアイヌ誕生の神

話、アイヌの祖先が誕生するところが描かれている。

風俗、器物とともに蝦夷地の植物も含めて描かれ、博

物画的なおもしろさがある。この作品の最初に「しだ

いになくなっていくアイヌの風俗を、後の人々のため

にもきちんと描き残しておきたい」と書いている。当

時としては画期的な見解をもって制作にあたった絵師

といえる。

〈蝦夷生計図説〉を完成させた村上貞助の〈蝦夷弾

琴図〉。ここではアイヌが五弦琴をひいて歌っている。

北大の北方資料室の所蔵。画面に緊張感があり展覧会

に借用できれば、メインの 1点になろう。私が関心を

寄せている雪好のなかでも最も良い作品のひとつ。双

幅で右が〈狩猟図〉左が〈漁猟図〉。やや固い筆致だ

が水墨画の伎個が高く、意欲的な作品。 〈漁猟圏〉は

特に劇的な描写で独創的な仕上がりとなっている。

屏山の〈蝦夷風俗十ニカ月屏風〉はデッサン帳の日

付から最晩年の作と推定できる。遠近感の表現に俊れ

画面が非常に統ーがとれているのが彼の特色である。

手前でアイヌのこどもが棒で犬を追い払っているが、

これらはアイヌに身近に接した屏山ならではの描写と

いえる。 〈アイヌ熊送りの図〉は先にあげた作品より

も潮るが、人の顔に稚拙な味わいがある。こういった

作品は何点かあるが、晩年作と比較すると、ある程度

彼の作風の変遷がつかめると思う。

研究・研修発表報告／

戦前期の日本の抽象絵画

道立近代美術館主任学芸員 }頂g ~2 

「戦前の日本の抽象絵画」というテーマで美連協よ

り研究補助を受けたので、その調査研究の内容につい

て、簡単な概要を報告することにしたい。なお、以下

で述べることは、現在進めている美連協の「戦前期の

日本の抽象絵画」研究部会での他のメンバーとの討議

成果を踏まえていることをお断りしておく。

私がはじめに、同テーマに関心を向けるようになっ

たのは、ひとつには、近代日本の抽象画がいつごろか

(4) 

1 抄 録
ら描きはじめられたのかを知りたいと考えたためであ

る。これについては、恐らくは、 1912年頃に萬鐵五郎

が制作した〈無題〉が、日本での最初期の抽象的絵画

作品と考えられる。そして、これとほぼ時期を同じく

するのが、 1914年前後からの恩地孝四郎、田中恭吉、

藤森静雄らによる版画制作である。これら萬、恩地ら

の活動は、ともに表現主義の影脚から出発していると

いえるが、そのうち後者の恩地らの詳細な活動内容に

ついては、不明な点が多い。このことについて、今後

重要な課題となるものと思われるのが、現在、和歌山

県立近代美術館に保管されている恩地関係の資料の調

査であるが、残念ながら、現在は未公開である。

次に関心を向けたいのが、 1920年代の大正期新輿美

術運動のなかでの抽象的表現と1930年代の抽象的絵画

表現は連続しているのかという問題である。結論から

いうと、両者は、間にプロレタリア美術運動をはさん

で、あきらかに断絶している。前者が主に、表現主義、

未来派、キュビスム、ダダイズムの影聾から出発して

いるのに対して、後者の展開は、それとは異なり、シュ

ルレアリスムや、海外での抽象絵画の動向に刺戟を受

けている。ことにシュルレアリスムの影響は色濃く、

とりわけ日本的な現象として、シュルレアリスムと抽

象の混合的な表現が数多く作例としてみられる。ただ

し、 1920年代と30年代をまたいで、 一貫して抽象表現

を追求した画家として、恩地と坂田一男の名前を忘れ

るわけにはいかない。

また、レジェや、ピュリスムの影轡を画面の部分に

反映させている古賀春江の1920年代後半から30年代に

かけての作品は、抽象絵画そのものではないが、抽象

表現への指向を示すものと して興味深い。さらに、 山

脇夫妻を中心とするバウハウスの日本への移入もまた、

1920年代と30年代をつなぐ出来事であり、この流れの

なかで、 三岸好太郎の1933年の作品群が重要な意味を

もつ。これについては、すでに三岸美術館で俊れた展

覧会が企画実施された。

なお、バウハウスの問題と関連して、デザインを日

本の抽象の展開のなかで再評価することも忘れてはな

らない。作例として、杉浦非水の1929年の作〈線条〉

をあげておこう。ただし、デザインについては、当の

作品が果たしてアール・ヌーヴォー、アール・デコの

受容による結果なのか、それとも、作者の抽象への指

向から生まれたものなのかを、個々の作例により、慎

重に検討する必要がある。

さて、 三番目に関心事となるのが、 1930年代後半の

’'純粋抽象”がどのような契機で生みだされ、展開し

たのかということである。これについては、海外の作

例の美術雑誌に掲載された図版との関連を考える必要

があり、現在、報告者は調査検討をすすめている最中

である。また、山本敬輔の作品等で指摘されている
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‘‘日本的”な表現傾向が、本当に‘'日本的‘＇といえる

のか、いえるとすれば、それは、どのような理由で生

みだされたものなのか、そして、そこには、長谷川三

郎の絵画理論の影響はみられるのかということも興味

深い問題といえる。最後に、札幌を中心とした北海道

での、あるいは北海道出身の抽象画家の活動の詳細を

調査することも、道立美術館で学芸員活動をおこなっ

ている報告者にとって、とりわけ重要な課題と考えて

いる。

このほか、写真と抽象表現というテーマも、きわめ

て難しい問題を含んでいるが、検討をすすめていかな

ければならない課題である。いずれにせよ、「戦前期

の日本の抽象絵画」について考察をすすめるためには、

'‘純粋抽象”のわくにしばられることなく、巾ひろい

視点で作例を検討していかなくてはならない。そして、

繰り返すが、デザイン、写真の分野も絵画、版画と同

じく視野に収めるべきである。また、現在の作品の調

査ばかりではなく 、新聞、雑誌、絵ハガキ等の二次資

料に残された消失作品の調査、再発見もおこたるべき

ではないだろう。なお、報告者を含む先述の調査研究

部会の活動の中間報告は、 1992年に函館美術館など全

国6会場で開催される展覧会および同展カタログにあ

らわれる予定である。

◄研究協議

ハィヒジョンシステム

の導入について

道立近代美術館のハイビジョンシステムの導入、各

道立美術館への設置およびネットワーク化の展開等の

構想について、配布資料をもとに道立近代美術館柴主

任学芸員（現道立函館美術館学芸課長）より説明。し

かし、総会の数日前に道の情報管理課からもハイビジョ

ンシステムの導入案が提出されていることが判明して

しヽた。

したがって構想の内容についても協議がなされたが、

結果と して今後この双方の構想をどのように調整して

いくかという現実的な対応が求められているという結

果となった。ちなみに現段階では次のように調整が計

られている。

①道立近代美術館映像室に可動の60インチ級プロジェ

クターを設置し活用を計る。ソフトは当面既成のもの

を購入して実施する。②平成5年度以降、道立近代美

術館の移動美術館、道立各美術館でも活用していく。

③今年度設立する 「北海道ハイビジョン連絡協議会

（仮称）」に参加する市町村から借入の申し出があった

場合、日程調整のうえ貸出しする。

(5) 

◄研究協議

H頃の問題点等

1.作品評価額、作品購入価格、保険評価額等の算出

の根拠と方法。道立館全体の作品評価基準の設定

などについて

作品評価基準の設定はさまざまなケースがあって現

実的に難しい。それよりも大事なのは他館との情報交

換だろう。ある美術館がすでに収蔵している作家の作

品を収集する場合、いつ、いくらで購入したかの実績

をふまえて価格設定しなければならない。特に道内の

美術館の間で価格に大きな差が生じる事態は避けなけ

ればならない。また、画商などからの提示価格にたい

しては、オークションの基礎価格や他の美術館での購

入価格などの実績を調査する必要がある。作品貸出し

時の保険評価はそのつど市場価格等を考慮して算出す

べきである。

2. 作品寄贈申し入れの際の対応について（断わる場

合の対応のしかた等）

次の事項を甚準として受贈の判断を行う。①収集方

針に合うかどうか。②現在、収集方針のどこに重点を

置いているか（具体的方針）。③作品の質の問題。特

に現存の作家の場合、今収集しておく必要がある作品

なのか。受贈を断るのは難しい。相手が作家本人、遺

族の場合で③の理由で断るのはなおさらであるが、収

蔵するには委員会での厳しい選定があることも含め誠

意をもってケース・バイ・ケースで対応していく他な

いであろう。

3.作品の預かりについての基本的考え方、具体的対

応について。

作品の預かりは基本的には①購入②寄贈の対象作品

以外には考えられない。その際も学芸部内だけで処理

することなく、館内決済をとるシステムを確立してお

かなければならない。

4. 作品鑑定、鑑識の申し入れに対する具体的対応に

ついて

基本的に美術館では鑑定は行わないことを相手に理

解してもらわなければならない。特にその作品の真贋

に関する問い合わせに対しては、あくまでも参考意見

であることをことわったうえで対処すべきである。

5.道立旭川美術館の常設展示室新設にともなう諸問

題について

特別展、常設展の性格づけ、仕事量の増に対する事

業の見直しについての概略を新明学芸課長より説明。

定数増が困難な現状をふまえ、いかに対応していくか

は、道立各館に共通する問題。今後も各館での実践例

等をもとに協議の必要がある。また、常設展示室新設

によりコレクションの方向性を明示できるというメリッ

トも認識。



荒井記念美術館……雑感

釜沢恵子

今日も岩内名物の（？）突風が吹き荒れている。台

風一過、青空が広がっているにもかかわらず、びゅー

びゅーと、けたたましい。美術館の中にいても、その

風の音に照く 来館者も少な くない。

荒井記念館として開館して 3年、新館の2号館を含

め荒井記念美術館と、名称を改めて5ヶ月が経過した。

その間に、コレクションは、ピカソ版画267点、西村

計雄氏の油彩84点、有島武郎の小説『生れ出づる悩み』

を主題とする絵画26点になった。

そもそも、美術館設立のきっかけは、荒井利三館長

の有島武郎に対する尊敬の念に端を発している。「生

れ出づる悩み』は、単に木田金次郎をモデルにした小

説にとどまらず、芸術に身を捧げようとする者の共通

の悩みを体現した小説となっている。

今後も彫刻の展覧会を計画するなど、私立の、更に

北海道の 2万弱の人口の町の美術館として、精力的に

活動していくつもりでいる。しかし、財団の設立準備

を進める中で、展覧会事業も講演会や講座などの教育

普及活動もまだ足りないのだそうだ。

現職員数では、ぎりぎりのところで、毎日、来館者

の応対や清掃などの雑務に追われている。もっと、作

品や作家の研究、作品の保存や展示方法などを勉強し

たい。しかし、実際問題として、できない。そんなジ

レンマに日々悩まされている。

しかし、海や山に囲まれ、自然環境の豊かなこの場

所で毎日仕事ができることは、至上の喜びである。

（学芸員）

(6) 

開館 2年を迎える

芸術の森美術館

大野正勝

'90年の9月に開館した芸術の森美術館も今秋よう

やく 2年を迎えます。所蔵品を中心に構成する近代彫

刻の展示、現代美術に関する展示、札幌を中心とした

地域の美術に関する展示、この 3つの方針に沿って活

動してまいりました。私たち学芸浅薄ながら、これも

美術館関係の皆さまのご指導ご助言によるものと心よ

り感謝しております。

さて、今回は初めての紙面となりますので私たち美

術館の職員の紹介を簡単にさせていただきます。美術

館には13名の戦員が配置されています。非常勤の館長

以下、副館長、学芸係長、事務戦員の各 1名、学芸員

3名、嘱託戦員3名、臨時戦員3名で芸術の森美術館

と野外美術館、今春オープンした版画工房の企画運営

にあたっています。

所蔵品を中心とした近代彫刻の展示を始め、ロダン

展やムンク展などポビュラーな展覧会、ポップ・アー

トやクリスト、ホックニーなど現代美術の古典から現

在注目作家の展覧会、札幌を中心とする地域の美術家

たちの仕事の紹介を柱としています。

また、私たちは昨年より芸術の森美術館インスタレー

ションを始めました。ことしは杉浦康益氏の＜陶によ

る岩の群＞を美術館の中庭と前池に設置。美術館の建 ‘

物や周景全体がこれによって一つの作品として再構成

されました。こうした活動も含めて現代美術と呼ばれ

るものを地道ながら紹介していくことにしています。

皆様のご批判やご助言を是非お願いいたします。

（学芸員）
杉浦康益「陶による岩の群」



札幌彫刻美術館

井上みどり

第6回北の彫刻展

山田吉泰「風92-4」

札幌出身の彫刻家本郷新は、 1980（昭和55)年2月

13日74オで逝去しましたがその前年、永年の夢であっ

た彫刻美術館設立のため札幌市宮の森に1977（昭和52)

年に建てたアトリエ・ギャラリー、土地・作品等の寄

贈を申し出ました。これを受けた札幌市と北海道のは

からいで財団法人札幌彫刻美術館は、 1981（昭和56)

年6月29日開館しました。

当館では、本郷新の遺志により「本郷新賞」の創設

と「北の彫刻展」を隔年で開催してきました。「本郷

新賞」は、戦後野外彫刻の第一人者として活躍した本

郷新の偉業を記念し、彫刻芸術の振腿に寄与するため

に創設しました。過去2年間に日本全国の公共空間に

モニュマンとして制作・設置された作品を選考対象と

し、あらかじめ美術館から委嘱 した推薦委員から推薦

された作品を、選考委員会によって 1点を選考し賞を

贈呈します。次回は、 1991年1月から1992年12月末ま

でに制作・設圏された作品を対象に、来年「第6回本

郷新賞」を決定します。

今年度は、「第6回北の彫刻展」 (8月28日～10月18

日）を開催します。 「北の彫刻展」では、 美術館側か

らひとつのテーマを設けたり、特定の傾向を明確に打

ち出すのではなく、多様な素材と形式を混在させた発

表の場を提供してきま した。

北海道を活動の拠点とする作家24名による作品47点

が本館及び記念館2階展示室、彫刻庭園に展示されま

す。「北の彫刻展」終了後は、「本郷新彫刻展」として

彫刻・デッサン等を展示します。デッサンは、初公開

作品を中心に、 主に野外彫刻と1950年代に海外旅行し

たスケッチを展示します。 （学芸員）

(7) 

市立小樽美術館

「土の香りのロマンー山田義夫展」

に思う

羽二生七重

市立小樽美術館では、開館して以来、北海道美術史

のなかでの小樽の美術活動を調杏し、地元作家の掘り

起こしということも含めて、毎年特別展として紹介し

ています。平成4年度は、 34歳と いう非常に短い生涯

のすべてを、絵画に燃焼させた画家、山田義夫をとり

あげました (7月25日～ 9月6日）。、

小樽美術界の要であ ったともいえる三浦鮮治の裸童

社や兼平英示に学んだ山田にとって、小樽は画家とし

てのスタートになった重要な地でした。

昭和45年の道立美術館での回顧展から、ほぽ20年を

経て開催した本展は、 84点で山田の画業を紹介するも

のですが、その中でも収穫であったことは「仏像（顔）」

「秋景」等、調査活動の中で新発見の作品が数点あっ

たことでした。

特に晩年の山田は病に倒れながらも、 1点l点を生

命を削るようにして描いたといわれ、「秋景」などの

最後の作品群からは、次の新たな飛躍を感じさせるも

のがありました。この時期に描かれた雑誌のカット、

絵本の原画類も山田の画業の中では、決してないがし

ろにできないものですが、油絵中心の本展ではごく 一

部を展示したに過ぎません。そうした作品で、今後改

めて山田の力量を紹介する小企画の開催も意義深いの

ではないかと考えています。

（学芸員）



釧路市生涯学習センター

について

村山史歩

生涯学習の時代といわれている。近年、全国にこの

名のつく 施設が相次いで建てられ、公民館のなかには

新たに生涯学習センターとして衣替えしているところ

もある。オープン前の釧路市生涯学習センターにも全

国各地の自治体から毎日のように視察者が訪れており、

生涯学習への関心の高さがうかがえる。

この11月オープンする当センターは、私の勤務する

ギャラリーのほか大ホール、市民展示室、ハイビジョ

ンシアター、陶芸やステン ドグラ スの実習室、茶室、

クッキングスタジオなどを備えた複合施設である。オー

プン後センターではこれら複数の機能をもつ利点を生

かした事業をおこなうとともに、市内の文化団体やサー

クルが施設を有効に活用し、自主的に活動の輪を広げ

て行けるよう、サポートしていく役割をもつことにな

る。ここでは市民はいつでも専門のアドバイザーに学

習相談をすることができる し、またパソ コンを使って

必要な学習情報を引き出すこともできる。「釧路市生

涯学習センター」という名のとおり、「いつでも、ど

こでも、誰でも学べる」という生涯学習の考え方を実

現できる、釧路市の拠点として今後役割を果たすこと

になる。ギャラリーも、この施設の考え方をふまえた

うえで、何かおもしろいことをしていこうと、私を含

めて 3人の担当戦員が今いろいろと知恵を絞って考え

ているところだ。

ところで、先だってこのセンターに愛称がつけられ

た。「まなぼっと幣舞」という。しかし残念なことに

評判はいまひとつである。「まなぼっとで学ぼっと」

とか「まなぼっとへ行ってみよっと」などといっても

らおうとは思わないが、今後この施設が多くの市民に

親しまれ、気軽に足を運んでもらえることを心から願っ

ている。 （アートギャラリー学芸員）

●北海道美術館学芸員研究協議会会員名簿●

浅川 真紀 北海道立近代美術館学芸員

浅川 泰同上学芸第二課長（幹事）

井内佳津恵同上学芸員

五十嵐聡美 北海道立函館美術館学芸員

井上みどり 札幌彫刻美術館学芸員

越前俊也北海道立旭川美術館学芸員

大熊敏之北海道立近代美術館主任学芸員

大下智ー北海道立函館美術館学芸員

大野正勝芸術の森美術館学芸員

奥岡茂雄北海道立近代美術館学芸部長（会長）

釜沢 恵子荒井記念美術館学芸員

笹野尚明芸術の森美術館副館長

佐藤 友哉北海道立近代美術館学芸第一課長（幹事）

佐藤由美加 北海道立旭川美術館学芸員

佐藤幸宏北海道立帯広美術館学芸員

＊ 止ヒ＇ 勤 北海道立函館美術館学芸課長 （幹事）

≪蛇足一寸≫

▽昨年12月21日開催の総会の研修内容を抄録として掲

載 した。 「談輪」にもあるように研究研修は学芸活動

の韮本であり活字にして残さねばならぬ。研究発表報

告の「アイ ヌ絵」は道立旭川美術館、道立近代美術館

(8) 

平成4年9月16日現在（五十音順）

新明英仁北海道立旭川美術館学芸課長（幹事）

鈴木正賓北海道立近代美術館学芸部参事（幹事長）

平 利弘同上 学芸員

地家 光二 北海道立三岸好太郎美術館主任学芸員（幹事）

寺嶋弘道北海道立帯広美術館学芸課長（幹事）

土岐美由紀 北海道立近代美術館学芸員

苫名 直子北海道立三岸好太郎美術館学芸員

苫名 真 北海道立近代美術館学芸員

長瀬美香同上学芸員

中村聖司同上 学芸員

羽二生七重 市立小樽美術館学芸員

穂積利明北海道立近代美術館学芸員

水田順子同上 主任学芸員

光岡幸治北海道立帯広美術館学芸員

村山 史歩 釧路市生涯学習センター開設準備室学芸員

吉崎元章芸術の森美術館学芸員

の「蝦夷の風俗画」展へ、「戦前期の日本の抽象絵画」

は道立函館美術館はじめ全国6会場での「日本の抽象

絵画」展へとつながった。▽今年の総会も12月に予定、

日程調整は後日。▽会報に対する意見を電話、ファッ

クス等で寄せてほしい。 （鈴木）


